
コウチュウ目貯穀害虫３種の成虫越冬 

〒305-8642 茨城県つくば市観音台2-1-12 

研究の特徴 
・コウチュウ目の貯穀害虫には成虫の寿命が長い（半年以上生存する）ものがある 

・コクゾウムシでは水を与えないと越冬できなかったが、水を与えると２／３以上が越冬 

・ココクゾウムシは水の有無に関わらず越冬できなかったが、コクヌストモドキでは水の有
無にかかわらず少数が越冬できた 

 

研究の内容 
・コクゾウムシでは水分が越冬に影響すると言われていたが、詳細な情報はなく、他の昆
虫での情報はなかった 

・同じコウチュウ目の貯穀害虫でも越冬の生態は大きく異なることが明らかになった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展開 
越冬の条件を詳細に調査し、生態を解明する 

また生態に基づいた防除法を考案する 

 

参    考 
松阪ら（２００９）家屋害虫，31: 27-36. 
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コクゾウムシ（左）、ココクゾウムシ（中央）、コクヌストモドキ（右）の成虫 

 

実験場所（食総研内に設置したス
チール製倉庫） 

水を与えた場合の成虫の生存率 


